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第
３４
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
が

１０
月
８
日（
土
）に
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ふ
じ
ざ
く
ら
」交
流
ホ
ー
ル
に
て
２
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
た
め
に
規
模
を
縮

小
し
、式
典
の
み
の
開
催
で
し
た
が
、社
会

福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
方
、貴
重
な

金
品
の
御
寄
附
を
頂
い
た
方
に
市
長
、社

会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
、表
彰
、感
謝

状
が
手
か
ら
手
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
の「
ふ
じ
ざ
く
ら
」で
の
開
催
は
、新

鮮
で
心
温
ま
る
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

これからも一層の御活躍を
お祈りいたします。

「
つ
な
が
り
」の
仕
組
み・体
制
の
構
築
に
向
け
て
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社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

保
護
司                                                　
　
　
　
　
　
　
　

1
人

（
保
護
司
と
し
て
8
年
以
上
在
職
し
、そ
の
功
労
が
顕
著
で
あ
る
方
）

　

石
川
芳
裕　
　
　
　

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 

個
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

2
人

（
市
の
た
め
に
10
万
円
以
上
5
0
0
万
円
未
満
の
私
財
を
寄

附
さ
れ
た
方
）

　

鈴
木
公
子    

芹
沢
眞
成　
　

 

団
体　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

5
団
体

（
市
の
た
め
に
10
万
円
以
上
5
0
0
万
円
未
満
の
私
財
を
寄

附
さ
れ
た
団
体
）

　

 

株
式
会
社
勝
又
商
事

　

２
０
2
1
三
井
住
友
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
太
平
洋
マ
ス
タ
ー
ズ

   

東
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　
一
般
社
団
法
人
竈
報
徳
社

　
一
般
社
団
法
人
中
畑
愛
郷
会

御
殿
場
市
長
感
謝
状

団
体                                                    

6
団
体

（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、労
力
的
、経
済
的
又
は
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
、積
極
的
に
協
力
援
助
を
行
い
、そ
の
進
展
に
寄

与
さ
れ
た
団
体
）

　

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　

二
枚
橋
婦
人
会

　

日
本
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
株
式
会
社

　

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

　

株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

　

大
雲
院

個
人                                               　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

2
人

（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、労
力
的
、経
済
的
又
は
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
、積
極
的
に
協
力
援
助
を
行
い
、そ
の
進
展
に
寄

与
さ
れ
た
方
）

　

小
松
フ
ミ
子　
　

伊
達
直
人

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

団
体                                              

   

9
団
体

（
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、1
年
間
に
5
万
円（
物
資
の
場

合
は
相
当
額
を
含
む
。）以
上
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
団
体
）

株
式
会
社
ア
イ
設
備

株
式
会
社
カ
ジ
マ
ヤ

玉
穂
地
区
の
街
づ
く
り
を
考
え
る
会

仁
杉
地
区
新
東
名
自
動
車
道
地
権
者
会

株
式
会
社
ス
ズ
キ
総
業・株
式
会
社
ス
ズ
キ
総
業
グ
ル
ー
プ

静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校
生
徒
会

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

御
殿
場
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
友
の
会

株
式
会
社
コ
ス
メ
ロ
ー
ル

　
社
会
福
祉
施
設・団
体                                             

20
人

（
社
会
福
祉
事
業
施
設
又
は
社
会
福
祉
事
業
団
体
の
役
員
及

び
施
設
長
と
し
て
10
年
以
上
、従
事
者
と
し
て
15
年
以
上
社

会
福
祉
事
業
に
勤
続
し
、そ
の
功
労
が
顕
著
で
あ
る
方
）

　

池
谷
映
子　
　

海
老
澤  

哲　
　
小
杉
健
太
郎　

 
大
野
正
雄

   

松
本
美
紀　
　

 

清
水
由
美
子　

 

平
山
み
さ
と　

 
勝
又
い
づ
み

  

横
山
久
美　
　

佐
藤
愛
子　
　
椚
原
あ
ゆ
み　
　
土
屋
紀
子

  

山
口
美
有
生　

 

松
本　
耕　
　
　
武
藤
繁
生　
　

千
田
晶
子

　

杉
﨑
由
宗　
　

勝
亦
輝
子　
　
三
輪
昭
子　
　

大
木
由
郎

優
良
地
区                                            

1
地
区

（
社
会
福
祉
地
区
で
あ
っ
て
、そ
の
事
業
成
績
が
優
良
で
あ
る
地
区
）

　

北
久
原
区　
　
　
　

　
身
体
障
害
者
自
立
更
生
者                                    

3
人

（
身
体
障
害
者
又
は
母
子
世
帯
で
あ
っ
て
、自
ら
更
生
に
努

め
、他
の
模
範
と
な
る
方
）

　

勝
又
好
子　
　

勝
又
良
子　
　

瀬
戸
佐
代
子

民
生
委
員・児
童
委
員                                              

15
人

（
民
生
委
員・児
童
委
員
と
し
て
8
年
以
上
在
職
し
、そ
の
功
労

が
顕
著
で
あ
る
方
）

　

岩
澤
良
充　
　

白
井
温
工　
　

勝
又
一
宏　
　

芹
沢
保
子

　
一
言
さ
よ
子　

 

大
庭　

崇　
　

勝
亦
礼
子　
　

土
屋
積
子

  

勝
又
京
子　
　

芹
澤
将
子　
　

勝
間
田
は
る
み　
渡
邉
庸
子

   

髙
木
義
純　
　

杉
山
孝
朗　
　

百
瀬
理
美
子

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

個
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

5
人

（
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、1
年
間
に
5
万
円（
物
資
の
場

合
は
相
当
額
を
含
む
。）以
上
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方
）

　
　

渡
邉
章
夫　
　

江
藤
エ
ミ    

末
光
義
史　
　

勝
亦
章
典

   

瀬
戸
雅
富
美



社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

大　

会　

宣　

言　
　

　

当
日
は
福
祉
活
動
の
あ
り
方
を
示
す
大
会
宣
言
が
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
、様
々
な
課
題
の
複
合
化

に
よ
り
、家
庭
で
も
地
域
で
も「
つ
な
が
り
」の
機
能
が
弱
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は「
つ
な
が
り
」が
必
要
な
子
育
て
世
帯
、高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
人
、生
活
困
窮
者
な
ど
生
活
に
不
安
や
課
題
を
抱

え
て
い
る
人
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
地
域
で
つ
な
が
り
、だ
れ
も
が
笑
顔
あ
ふ

れ
、安
心
し
て
、い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
目
指
し
て
、市

民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
問
題
を「
我
が
事
」と
捉
え
、主
体
的

に
地
域
活
動
に
参
画
し
地
域
に
お
け
る「
つ
な
が
り
」の
仕
組

み・体
制
を
改
め
て
考
え
、構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

第
34
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、思
い

や
り
と
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
向
け
て
、次
の

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

一
．市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
で
き

　

る
こ
と（
自
助・共
助
）に
取
り
組
み

　

ま
す

一
．長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る

　

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
ま
す

一
．地
域
福
祉
活
動
組
織
の
充
実
強

　

化
と
住
民
参
加
・
協
働
に
よ
る
活

　

動
を
推
進
し
ま
す　

一
．地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
的
な
支

　

援
体
制
の
実
現
と
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す

一
．福
祉
教
育
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
を
推
進
し
ま
す

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰　

保
護
司　

　

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰　

芹
澤
み
つ
江

民
生
委
員・児
童
委
員

（
民
生
委
員
と
し
て
10
年
以
上
在
籍
し
、功
績
が
顕
著
で
あ
る
方
）

（
保
護
司
と
し
て
15
年
以
上
在
籍
し
、功
労
が
顕
著
で
あ
る
方
）

佐
井
真
野　
　

鈴
木
留
美
子　
　

勝
間
田
裕
子

鈴
木
礼
乃　
　

榑
林
明
江　
　
　

中
西
祥
子

小
林
美
穂　
　

持
田
美
絵　
　
　

渡
邊
幸
子

（
社
会
福
祉
施
設
の
役
員
と
し
て
10
年
以
上
、従
事
者
と
し

  

て
15
年
以
上
在
籍
し
、功
績
が
顕
著
で
あ
る
方
）

社
会
福
祉
法
人
野
菊
寮

（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
特
に
顕

著
で
あ
る
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）　

鈴
木
雅
弘

団
体                                               ｠

 
20
団
体

（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
特
に
顕
著

で
あ
る
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

富
士
岡
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

御
殿
場
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

一
般
社
団
法
人
御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

一
般
社
団
法
人
中
畑
愛
郷
会

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

一
般
社
団
法
人
印
野
郷
土
振
興
協
会

一
般
社
団
法
人
古
沢
共
和
会

大
雲
院　
　

矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
富
士
工
場

陸
上
自
衛
隊
駒
門
駐
屯
地

陸
上
自
衛
隊
滝
ヶ
原
駐
屯
地

陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐
屯
地

御
殿
場
市
福
祉
事
業
協
力
会

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
労
働
組
合

御
殿
場
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

御
殿
場
遊
技
業
組
合

北
駿
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

株
式
会
社
ル
マ
ン

大
和
建
設
株
式
会
社

富
士
伊
豆
農
業
協
同
組
合
御
殿
場
地
区
本
部

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1
人

1
人

法
人
役
員・事
業
所
従
事
者

9
人

団
体

1
団
体

全
国
社
会
福
祉
大
会

　

中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

以
上
、宣
言
す
る
。

静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

個
人                                               　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

2
人

（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
特
に
顕
著

で
あ
る
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
）　

　

末
光
義
史　

田
代
光
子

個
人                                            　
　
　
　
　
　
　
　
　 

1
人

（
共
同
募
金
運
動
に
２０
万
円
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
）

　

石
川　

昭

中
央
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

静
岡
県
健
康
福
祉
大
会

3
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社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

　

都
道
府
県
、指
定
都
市
、中
核
市
及
び
高
齢
者
関
連

団
体
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
、地
域
で
社
会
参
加
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
４０
団
体
が
選
出
さ
れ
、

書
状
、記
念
の
盾
が
１０
月
４
日（
火
）、御
殿
場
市
長
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
な
ど
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
様
々
な
福
祉
分
野
で

積
極
的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
１３
団
体
の
う
ち

６
団
体
が
入
賞
し
、１０
月
１３
日（
木
）、浜
松
市
で
開
催

さ
れ
た
受
賞
式
に
て
書
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
は
御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会 

電
話
７
０
―
６
８
０
１
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御殿場市社会福祉協議会 福祉車両 運転ボランティアの会「たんぽぽ」
市内の歩行困難な高齢者や障害者の外出支援を目的に送迎のボランティアをしている団体です。

「
内
閣
府
社
会
参
加
章
」受
章

「
第
３９
回
中
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」受
賞

中日ボランティア賞を受賞した各団体代表の皆さんと会長の早川孝一さん

会員の勝俣三郎さん（左）勝又正美市長（中央）副会長の大窪民主さん（右）

〒412-0042 静岡県御殿場市萩原９８８－１  TEL 0550-70-6802

写真提供：中日新聞東海本社

  

福
祉
車
両

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

※右から2人目

社協HP

祝

高
齢
者

い
き
い
き
創
造
広
場

9/22
木

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
創
立
60
周
年
記
念
事
業「
令

和
4
年
度
高
齢
者
い
き
い
き
創
造
広
場
」が
市
民
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
8
0
0
人
が
参
加
し
、

「
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」に
は
24
人
、「
芸

能
発
表
」に
は
14
組
が
出
演
し
、ダ
ン
ス
や
合
唱
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。地
元
、御
殿
場
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員

は
、美
術
作
品
を
展
示
し「
お
も
て
な
し
芸
術
展
」を
、

御
殿
場
市
行
政
は「
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
」を
設
け

て
御
殿
場
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、御
殿
場
西
高
等
学

校
空
手
部
に
よ
る
演
武
が
披
露
さ
れ
、全
国
大
会
4
連

覇
の
実
力
に
大
き
な
拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、御

殿
場
支
部
女
性
部
は
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
カ
バ
ー
を
手

作
り
し
た
物
を
販
売
し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
支
援

寄
附
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
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社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

10/6
木

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

静
岡
県
主
催

「
移
動
サ
ー
ビ
ス
連
絡
会
」

　

県
下
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
実
施
団
体
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
等
を
対
象
と
し
て
、移
動
サ
ー
ビ
ス
連
絡
会
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
殿
場
市
か
ら
は
、地
域
の
移
動
支
援
運
営
者
等
14
人
が
参

加
し
、県
長
寿
政
策
課
や
全
国
移
動
ネ
ッ
ト
か
ら
の
説
明
を
受

け
た
後
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

他
市
町
か
ら
は
、当
市
の
福
祉
車
両
運
転
者
講
習
会
で
の
担

い
手
育
成
に
つ
い
て
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

10/19
水

オ
ン
ラ
イ
ン

「
通
い
の
場
」交
流
会

　

県
内
東
部
地
域
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン「
通

い
の
場
」交
流
会
が
Ｚ
o
o
m
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」の
会
場
か

ら
は
、市
内
の
居
場
所（
通
い
の
場
）代
表
者
７
人
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

行
政
説
明
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静
岡
団
塊
創
業
塾 

原

田
正
和
理
事
長
の
ミ
ニ
講
座
の
後
、グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
情
報
交
換
や
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
た「
通
い
の
場
」の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
の
課
題
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
い
内
容

に
つ
い
て
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
は
、今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
で「
通
い

の
場
」を
開
催
す
る
際
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
有
意
義

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

10/2
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施
！

　

市
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
得
て
、国
道
２
４
６
号
線
・１
３
８

号
線
交
差
点
付
近
の
清
掃
活
動（
ゴ
ミ
収
集
）ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、５５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、投
棄
さ

れ
た
大
量
の
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。日
程
等
が
決
定
し
ま
し
た

ら
御
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様
の
御
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

災
害
Ｖ
Ｃ
御
殿
場

静
岡
市
清
水
区
を
支
援

現地での土砂の撤去作業の様子

　

９
月
に
発
生
し
た
台
風
１５
号
は
静
岡
市
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

松
崎
町
支
援
に
続
き
今
回
も「
災
害
Ｖ
Ｃ
御
殿
場
」

の
メ
ン
バ
ー
で
現
地
入
り
し
ま
し
た
。

　

友
人
も
い
る
静
岡
市
の
た
め
に
少
し
で
も
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、仲
間
と
支
援
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。現
場
に
行
く
と
、も
う
１
か
月
以
上

経
っ
て
い
ま
す
が
、未
だ
に
台
風
の
爪
痕
が
残
っ
て
い

ま
す
。ま
だ
、今
ま
で
の
日
常
生
活
が
で
き
て
い
な
い

方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。１
回
で
も
多

く
赴
き
、被
災
さ
れ
た
方
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

生
活
介
護
事
業
所
あ
け
ぼ
の

　

10
月
5
日（
水
）、生
活
介
護
事
業
所「
あ
け
ぼ
の
」

で
は
、毎
年
恒
例
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
、『
あ
け
ぼ
の

ミ
ニ
フ
ェ
ス
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
等
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
合
図
に
、職
員
手

作
り
の
神
興
を
囲
み
、利
用
者
１５
人
が
そ
れ
ぞ
れ
浴
衣

や
法
被
を
着
て
、キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
成
、お
菓
子
釣
り
、

輪
投
げ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、屋
台
か
ら
焼
き
そ
ば
、カ
レ
ー
や
唐
揚

げ
等
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、午
後
か
ら
は
、花

火
の
打
ち
上
げ
か
ら
始
ま
り
、皆
で
手
作
り
お
や
つ
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

太
鼓
の
音
や
い
つ
も
と
違
う
祭
り
の
雰
囲
気
に
、利

用
者
、職
員
一
同
笑
顔
に
包
ま
れ
た
１
日
で
し
た
。

　

あ
け
ぼ
の
で
は
、季
節
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

四
季
折
々
の
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

所
在
地　

市
内
茱
萸
沢
8
9
0
番
地
の
1

連
絡
先　

0
5
5
0-

8
8-

0
5
4
7

温
か
い
お
心
遣
い
、

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　社会福祉協議会へ御寄附を頂き厚くお礼申し上げます。
　寄せられた御寄附は、有効に活用させていただきます。

令和4年４月～令和4年9月

匿
名
市
民
　
11
人

　
匿
名
市
民
　
10
人

・
勝
亦
章
典

・
御
殿
場
自
動
車
整
備
協
会

・
御
殿
場
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
友
の
会

・
静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校
生
徒
会

・
昭
和
28
年
度
御
高
普
通
科
二
八
会
一
同

・
末
光
義
史

・
大
雲
院

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

・
仁
杉
区
公
民
館
地
域
づ
く
り
活
動
委
員
会

・
富
士
カ
ン
ト
リ
ー
俱
楽
部
O
・
B
会

・
平
成
１９
年
退
任
御
殿
場
地
区
民
児
委
員
O
B
会

・
夢
咲
子

・
横
山
波
津
子

・
渡
邉
章
夫

・
斉
藤
正
好

・
堀
内　

修

・
日
本
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
株
式
会
社

・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p（
全
労
済
）

　
静
岡
推
進
本
部
東
部
エ
リ
ア
推
進
課
共
済
シ
ョ
ッ
プ
沼
津
店

・
玉
穂
婦
人
会

・
株
式
会
社
セ
ブ
ン
ー

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

・
株
式
会
社
コ
ス
メ
ロ
ー
ル

・
御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

・
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株
式
会
社
富
士
小
山
工
場

・
薮　

政
司

・
中
外
製
薬
株
式
会
社

・
影
山
幸
夫

・
富
田
雄
一

金
員
の
寄
附

物
品
の
寄
附

（敬称略･順不同）

災
害
Ｖ
Ｃ
御
殿
場 

会
長 

渡
邉
章
夫
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令和4年度の計画
■世帯配分  300件 4，960，０００円
■事業費配分等 31件 1，140,000円

令和4年度目標額

本年度も皆様の心温まる
御協力をお願いいたします。

　

12
月
1
日
か
ら
共
同
募
金
運
動
の

一
環
と
し
て
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

が
始
ま
り
ま
す
。令
和
4
年
度
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
休

業
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
世
帯
の

増
加
に
歯
止
め
が
利
か
な
い
今
だ
か

ら
こ
そ
、住
民
の
参
加
や
理
解
を
得

て「
た
す
け
あ
い
」運
動
を
重
点
的
に

展
開
す
る
も
の
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
金
品
は
、審

査
に
基
づ
き
、民
生
委
員
児
童
委
員

さ
ん
な
ど
の
協
力
を
得
て
、経
済
的

に
支
援
が
必
要
な
家
庭
、子
ど
も
食

堂
な
ど
の
地
域
支
援
活
動
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
避
難
者
に
１２
月
中
に
お

届
け
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、区
長
さ
ん
を

通
じ
て
の
戸
別
募
金
や
、職
場
や
学

校
に
お
き
ま
し
て
御
協
力
を
お
願
い

し
て
ま
い
り
ま
す
。

運動期間１２月１日～３１日　皆様の心温まる御協力をお願いいたします。

から
1２/１ つながり ささえあう みんなの地域づくり

合計　6，100，000円

61０万円

社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

新
し
い「
子
ど
も
食
堂
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
１2
月
の「
子
ど
も
食
堂
担
い
手
養
成
講
座
」を

受
講
し
、今
年
の
１０
月
２３
日
に
初
回
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
の
ミ
ナ
ミ
」を
合
言
葉
に
、子
供
か
ら
大
人

ま
で
、ど
な
た
で
も
御
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
地
域
食
堂
で
す
。

　

旬
の
食
材
を
い
か
し
、身
も
心
も
温
ま
る
よ
う
な
お

食
事
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。お
一
人
で
、お
友
達
や

家
族
と・・・み
ん
な
の
居
心
地
が
良
い
と
思
え
る
よ
う
な

場
所
、地
域
の
子
供
や
お
年
寄
り
が
つ
な
が
る
こ
と
の
で

き
る
居
場
所
を
提
供
で
き
る
と
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
♪

　
「
ミ
ナ
ミ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」の
F
a
c
e
b
o
o
k
で

も
情
報
を
発
信
し
て
い
る
の
で
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
日　
　
時  

不
定
期（
月
に
１
回
か
ら
）

　
　
　
　

 

午
前
１1
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で

　
　
　
　
　

第
２
回　

１１
月
２６
日 

（
土
）　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
第
３
回　
１２
月
１７
日（
土
）

●
会　
　
場  

ミ
ナ
ミ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ（
市
内
新
橋
１
２
１
２
番
地
）

●
参
加
費  

１
食
１
０
０
円

　
　
　
　
　

※
３０
食
予
約
制

　
　
　
　
　
（
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。）

●
申
込
み  

0
5
5
0-

8
3-

9
6
1
0（
勝
又
）

 

地
域
食
堂 

「
み
ん
な
の
ミ
ナ
ミ
」

　
「
障
害
者
週
間
」（
１２
月
３
日
〜
９
日
）

は
国
民
の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に

つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、障
害
者
が
社
会
、経
済
、文
化
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て「
障
害
者
基
本
法
」に
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
障
害
者
週

間
に
合
わ
せ
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ

じ
ざ
く
ら
」１
階
交
流
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、

障
害
者
福
祉
関
係
団
体
・
施
設
の
福
祉

活
動
展
示
を
行
い
ま
す
。皆
様
、是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

障
害
者
週
間
パ
ネ
ル
展
示

１1
月
29
日（
火
）〜
１2
月
8
日（
木
）

　

御
殿
場・小
山
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、障
害
者
週
間
期

間
中
に
講
演
会
を
Y
o
u
T
u
b
e
で
配
信
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」館
内
で
は
、

福
祉
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
映
い
た
し
ま
す
。

（
福
祉
展
示
期
間
中
の
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

令
和
4
年
度 

障
害
者
週
間
講
演
会

「
地
域
と
障
害
者
の
防
災
に
つ
い
て
」

御
殿
場
市
危
機
管
理
課 
防
災
指
導
員 

中
村
信
雄
氏

小
山
町
危
機
管
理
局 

防
災
専
門
監 
永
井
利
弘
氏

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
課
職
員

令
和
4
年
12
月
3
日（
土
）（
午
前
９
時
配
信
開
始
）

〜
9
日（
金
）（
午
後
５
時
配
信
終
了
）

配
信
期
間

講
演
テ
ー
マ

講
　

師

御
殿
場
市
社
会
福
祉
課      

電   

話（
0
5
5
0-

8
2-

4
2
3
8
）

問
合
せ

御殿場市ホームページを経由して
動画視聴ページにアクセスできます
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社会福祉協議会は包括的相談体制整備事業の実施に取り組みます。

　

現
在
、市
内
に
は
１５
カ
所
の
居
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、か
つ
て
あ
っ
た
隣
近
所
の
助
け
合
い
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て

い
ま
す
。住
民
相
互
の
絆
が
生
ま
れ
、地
域
の
様
々
な
助
け
合
い
に
発
展
し
て
い
く

「
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
」づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

月
に
３
回
開
催
し
、行
事
イ
ベ
ン
ト
を
年
間
４
回
行
い
ま
す
。

　

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、皆
が
来
れ
る
居
場
所「
あ
」か
ら「
ん
」

ま
で
色
々
な
考
え
方
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
が
、「
あ
〜
ん
」

の
考
え
方
で
す
。

　

だ
っ
て
、み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
ん
で
す
か
ら
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
」担
い
手
養
成
講
座

 

受
講
者
募
集
！！

令
和
４
年
12
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
！

居
場
所
＋
子
ど
も
食
堂「
あ
〜
ん
」

令
和
4
年
12
月
9
日（
金
）　

午
前
11
時
か
ら
午
後
2
時
30
時
ま
で

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」  

1
階 

第
1
・
2
会
議
室

助
け
合
い
活
動
及
び
居
場
所
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
市
民

無
料

さ
わ
や
か
静
岡
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

木
下
さ
ち
子
氏

10
名（
先
着
順
）

１２
月
1
日（
木
）ま
で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時

会　

場

対
象
者

定　

員

講　

師

参
加
費

申
込
み

居　

場　

所　
午
前
9
時
30
分
か
ら
12
時
30
分
ま
で 

木
曜
日
に
月
３
回

子
ど
も
食
堂　
午
後
4
時
30
分
か
ら
6
時
30
分
ま
で

市
内
二
枚
橋
５７
番
地
の
４３
※
自
宅

居
場
所        

３
０
０
円（
プ
レ
オ
ー
プ
ン
価
格
）

　
　
　
　
　
　

※
食
事
あ
り
の
場
合
は
別
途
５
０
０
円 

子
ど
も
食
堂　

子
供 

3
０
０
円  

大
人 

５
０
０
円

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た
で
も

０
９
０-

7
8
3
9-

0
9
9
1（
平
野
）

日　

時

会　

場

対
象
者

参
加
費

問
合
せ

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

電   

話（
0
5
5
0-

７
０-

６
８
０
１
） 

F
A
X（
0
5
5
0-

８
９-

５
５
０
１
）

申
込
み
・
問
合
せ

市内居場所は
ホームページに
掲載しております。

「あ～ん」
メンバー

12
月
は
1
日（
木
）、8
日（
木
）、15
日（
木
）に
開
催

行
事
イ
ベ
ン
ト
は
12
月
22
日（
木
）に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催

ワークショップ（趣味の習い事）の作品

401394

湯沢
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市役所北

御殿場市役所

エブリィ

御殿場郵便局 静岡新聞社

138

ホテルセレクトイン
富士山御殿場

あ～ん


